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井田火山の地質
相田千鶴子孫

卒業研究として適磨火山の地貨を調査したが.そ町北西部にある井田火山

田地質巴ついて概要を報告する.

本火山につ い て は 沢 村 孝 之 助 氏自腕査報告がめ η 1&1131 c. c.では氏の命名

された岩厨名を用いる.

井岡火山は伊豆半島の北西端正'"句〈国 1

)その北 及び 西 側 は 約 20日視り海蝕腿とな

って駿河湾民投ずる.最高点は真域山北方'e.

'"句海篠 45 0 m • それから北東方へなだら

かな山腹を鼠げ.西方井岡部落'e.向つては急

傾斜をなしている.

本火山は側面置な成層火山で熔岩と火山砕肩

輸との互膚から成句 .2m前後の厚さの熔岩

掴と鋤出物胞が規則正レ t果置する.己の亙

M は 火山 の 北半卦では走向 N ~ O'Wを示す E

とが多( . 傾斜は大瀬崎海岸附近では 450 E 

.弁 倒海 岸附近では 1s" Eと南す る に し た が

って緩傾斜となっている. c.のような成層の
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状態から噴出 の 中 心 は 現 在 白 井 副都港西方の 亙轟晴

海中正存在したものと推定される. (図 2) 

真按山附近の本火山噴出物層の 露顕1(南北性申断層が多数抱められるが附

近の達磨山の噴出牧にはそれがな( . 主連磨 I~ 館岩の上，e.本火山の火山砕騎

斡がまった〈存在しないc.t等から直接の被覆関係は見出されたか。たが.

本火山が遣唐火山よ句も古湖町噴出日属するc.tは荷量突であ o.

真波山北方の真域池について.石原初太郎氏①は逮磨火山の寄生見山の噴

出口でめると報 告し てい る. 確か or附近には井田火山町噴出輯が分布してい

るが.その 分布Eび 堆8置の紋態から見ると.真披池を噴火口でめる kする理

由 は見出さ札ない.乙 の附近白井田火山噴出柑は南北性の 断層で乙まか t切

己申ような点から真披池は侵触にられ .31.かな句意l;(侵蝕在費り て い る .
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戸田新聞附近の開析された遥磨山氏口内には井起因する凹地と考えられる.

とが判明した.楊ケ島胞が広<J軍出している Eられず .国火山噴出牧はIl!め

{.(/)点については達磨山の地質について別の報告で群歯するー

りープ石復陣石安山岩質主オ-7石普通輔石玄武岩・井岡火山信岩はオリ

武岩でめる.

斜長石 の径ープ石普通陣石玄武岩は江梨東方 2KaICa出す Zらもので.リオ

2..以上の斑品を点在さぜる過斑品質な熔岩で ，銅像鏡下では包耐岩質 組織

井田火山地質図図』

口沖積層

巴輔山噴出物

E1井田火山噴出物
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を示し:Ei基tζ 有 色 鉱 粧 が 多 い . 斑品はオリープ石・普通輝石 ・曹灰長石で .

石基はオリーフ石・普通輝石・中性長石・磁鉄鉱Rび火山ガラスよ町民る.

オリーブ石復輝石安凶岩質玄武岩は大潮崎~井田聞の海岸 6ζ 露出する.多

数の陣石斑品をゴマのように点在さぜオ"守プ石斑品も含まれている.灰白

色の岩石で坂状節理を示している . 斑晶は曹灰長石 ・オリープ石・繁蘇蹄石

]l.c〆普通醐石で .石基はオ" ープ石・普通陣石・火山ガラスよ η成る.

路 岩 は 境基性でほとんどがオリ ープ石を斑品として持ち.その石基鱒石は

単 斜 瑚 石 でめる.若訟崎安 IJ<岩 ・達磨火山跨岩は石基 6ζ 斜方 陣石を持つので

区別する己とは容晶でめる.

井 田 火 山の基盤と雛定される揚ア晶層群は本火山町噴出卦布地域内 ICは見

聞きれないが.戸国新樹回遠陰火山火口内陀は露出している.鮮新悩:束。噴

出と考えら れる若re崎安山岩婦が本大凶の基盤とじて若松崎児約 100"， の

高度まで露出している" 3{ c. (7)安山岩と同種のものが井田部落東方にも現 n

ている.若 松 崎 安 山 岩 届 は 無 斑 品質量密な黒灰色の安山岩で叡状動潜在示す.

井田火山は第由紀 11)朝 鮮新世京町民出と考えられる量怯崎安 1LI岩を覆っ

て 検 出 し た玄武岩伎の成層火山で .モの'Ji.出の中心は説在の井町西方的海中

に存在した.構成岩石はオリープ石普通帥石玄武岩・オリーデ石復跡石安山

岩質玄武岩でめ <>0 ヨドk山理参政佐東穐方 6ζ 噴出中心を持つ遠島氏山が噴出し

た.

終 ηIC:C. fT> 1健査を指導して下きった敏'"助教慢に探〈感自信致します.
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